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	関連法令
	1.建築基準法　第●●条
2.建築基準法施工令　第●●条
3.建築基準法告示　●年国土交通省●●号


	関連基規準
	1.日本建築学会「●●構造設計規準」
2.日本●●協会「●●設計・施工規準」


	【工法もしくは技術の概要】(図等を入れてもよい)

	








	【本工法もしくは本技術の適用範囲】

	　本工法の適用範囲は、以下の示す通りである。
1.
2.





	【現状・課題】

	現状
　




課題





	【検討項目】

	1.※※の耐力評価の妥当性
2.・・の・・・性能の妥当性




	【検討方法】

	1.●●における実験による検討
　　●●●の実験を〇〇体実施した。
2.；；；における有限要素法解析による検討
　　●●の有限要素法解析を〇〇体実施した。



	【検討結果】

	1.●●における実験による検討
　　●●●の実験により、〇〇であることを確認した。
2.；；；における有限要素法解析による検討
　　●●の有限要素法解析により●●と評価できることを確認した。




	【評定事項】

	1.※※の耐力評価の妥当性
2.・・の・・・剛性評価の妥当性必要に応じて、別資料を添付しても構わない。

3.
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